
　新年明けましておめでとうございます。皆様におかれましてはお健やかに新春を

お迎えのことと心からお慶び申し上げます。昨年は多くの方 に々ご支援をいただき

忘れられない年となりました。これまで3回の定例議会に臨み、市議会との違いに

も徐 に々慣れ、多くのことを学び活動しております。本年も現地へ足を運び、現場
の声を聞き、県政につなげる議員活動を進めてまいります。何卒本年もよろしく
ご指導のほどお願い申し上げます。

新しい時代に向けて

●県内企業収益が堅調であった
ことで前年度及び当初予算から
上振れしたことで基金の取り崩し
なしで平成２９年度に引き続き実
質収支が黒字。

●今後、社会保障費等の扶助費が
大幅に上昇することから基金残高
の回復や県債の抑制が必要にな
る見込み。

平成30年度 一般会計決算を認定TO
PICS

1

m e s s a g e

教育費
19％

公債費
15％

諸支出金
18％

警察費
7％

農林水産費 3％ その他 3％
総務費 4％

健康福祉費
16％

産業労働費
8％

建設費 7％ 歳出
2兆4,820億円

歳入
2兆5,105億円

県税
49％地方消費

税清算金
11％ 県債

12％

国庫支出金 7％

地方譲与税 
5％

地方交付税 4％ その他 2％

諸収入
9％

使用料及び手数料 1％

歳　 入 歳　 出

県税の内訳
県民税　・ 個人　　 3,142億円（△　522億円）
　　　　・ 法人 　　 675億円（＋　137億円）
　　　　・ 利子割　 43億円（±        0億円）
事業税　・ 個人　　 140億円（＋　 3億円）
　　　　・ 法人　　 3,350億円（＋　562億円）
その他（地方消費税・自動車税等）
　　　　　　　　　 4,926億円（＋　173億円）
̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶
　　 合計 1兆2,275億円（＋352億円）
　　　　　　　　　　注：カッコ内は対前年度の増減を示す

教員の多忙化解消に向けた取組みは？
負荷軽減ができた学校と増加した学校があり
要因を調査し今後に反映させる。

Q1
A

建設関係における入札不調への対応は？
建設業界の需要が多いことからタイムリーな積
算価格の設定や入札要件の緩和等に取組む。

Q3
A

道路交通法違反処理件数が減少している
理由は？
取り締まる場所を過去に事故が多発している
などポイントを絞っておこなったことから減少。

Q2

A

■決算特別委員会での議論
　【特別委員会での主な桜井の質疑】

開会初日にあたり朝一番で議場へ入場！

平成30年度一般会計・特別会計決算審議を各会派から構成する「特別委員会」にておこないました。

平成30年度決算概要

　決算審査の重要性は事業
効果を検証し、次の予算に
反映させることである！

桜井の
意見！

桜井

桜井ひでき
2020年1月
発行：桜井ひでき事務所県政レポート

現場の声を
県政に！
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　12月議会が12月3日（火）～12月20日（金）までの会期で開催され、自由民
主党・新政あいちの2会派が代表質問をおこない、新政あいち県議団からは政策
調査会長の嶋口忠弘議員（安城市選出：2期）が登壇し、県政諸課題について県
の考えを質しました。

2019年8月31日に豊田市で確認された16例目にかかる防疫対策等に加え、
飼養豚のワクチン接種を新設。

代表質問する嶋口県議

答弁する長谷川教育長

答弁する大村知事

〈補正予算〉 あいちオレンジタウン構想にかかる次期アクションプランの策定に向けて調査・研究します。

〈補正予算〉 CSF（豚コレラ）緊急対策として、飼養豚へのワクチン接種や
　　　　　　早期出荷促進対策などを推進します。

働き方改革の推進（教員の多忙化解消と良好な教育環境の整備）について

次代を担うモノづくり産業の振興（ロボット産業の振興）について

災害から県民の命・財産を守る強靭な県土づくりについて

本県はロボット産業を自動車・航空宇宙に次ぐ第3の柱としているが
2020年開催予定の2つの国際大会を契機とした今後の取組みについて伺う。

教員の長時間勤務の改善は、重要かつ喫緊の課題であるとの認識のもと教員の
多忙化解消プランに示した　４つの取組みの柱に基づき様々な取組みを進めてき

たが、目標の達成は、厳しい状況にある　と考えている。また、国の方でも勤務時間外の在校時間の
上限を月４５時間とするガイドラインを法律上の指針として位置付けることから、教員以外の専門ス
タッフの活用、外部への業務の移行をより一層進めるとともに　国の動きを踏まえた、多忙化解消プ
ランの見直しを検討　していく。

河川の氾濫を未然に防ぐハード対策として、河川整備計画に基づいた河川改
修に加え、現況河川の流下能力を最大限活用するため、国の「３か年緊急対策」

等を活用し、堆積土砂や雑木の除去を、集中的に実施している。ソフト
対策として洪水ハザードマップ等の地域の水害リスクを確認した上
で、　水位等の情報の入手先や避難先、取るべき行動を自らが把握し、
住民一人ひとりが避難行動を開始するタイミングなどを考える県独自
の取組みである「みずから守るプログラム」をこれまでに延べ209の
地区において、約3,500人の住民の皆様を対象に実施　してきた。
今後は、市町村との連携を強化し「水防災意識社会の再構築」の取組
みを進め、県民の皆様の安全・安心の確保に努めていく。

ロボカップアジアパシフィック大会とワールドロボットサミットの同時開催は、本県
のロボット産業や技術を国内外に広くアピールし、さらなる振興を図る上で大きな契

機になるものと考えている。そこで、大会において様々な最新ロボットやＡＩの展示・体験、デモンスト
レーションなどを展開する他、　会場となるAichi Sky Expoや中部国際空港を近未来技術のショー
ケースに見立て、会場案内や警備、移動支援などのサービスロボットが活躍することを計画　。また、
基金を活用しながら本県が促進するロボットの研究開発や実証実験の取組みを通じて、新たなイノベー
ションの創出へとつなげていく。

2017年に策定された「教員の多忙化解消プラン」の掲げた目標達成が
厳しい状況にあるなか2020年度に向けて同様に取組んでいくのか伺う。

Q

Q

「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を実現するために
社会全体で備える防災意識社会の再構築に向けた取組みについて伺う。Q

大村知事 答弁

教育長 答弁

大村知事 答弁

　あいちオレンジタウン構想アクションプランの策定
やCSF（豚コレラ）への緊急対策を含む補正予算と無
料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の制定をはじめ22議案が上程され、すべての
議案を満場一致で可決承認しました。

■ ワクチン接種にかかる経費
国の「豚コレラに関する特定家畜伝染病防疫指針」の改正により、
飼養豚に対してワクチン接種等を実施
対象農場：県内すべての養豚農場
接種頭数：一斉接種   約24万頭（県内で飼養されている豚）
　　　     追加接種   約21万頭（一斉接種後に生まれた子豚等）

あいちオレンジタウン構想とは…？
○基本理念
　地域で暮らし、学び、働く人々が「認知症に理解の深い
　まちづくり」に「じぶんごと」として取組む社会の実現
○スローガン
 「認知症じぶんごとONEアクション」

○対象地域
　あいち健康の森を中心とした大府市、東浦町全域。
　ただし、広域展開可能な取組みについては、二次医療
　圏単位や全県で実施

認知症施設の取組みの充実・強化や「あいちオレンジタウン構想」の取組みを全県へ波及させるため、
次期アクションプランの策定に向けた調査・検討を実施します。

■ 次期アクションプランの概要
目　　的：認知症施策推進にかかる取組みの充実・強化、全県への波及
策定時期：2020年12月（予定）
計画期間：3年間（2021年度～2023年度）
検討体制：有識者、医療・介護関係者、関係行政機関等で構成するワーキンググループの検討等を経て策定

〈条例制定〉 無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

社会福祉法の一部改正に伴い、いわゆる「貧困ビジネス」と言われている悪質事業者を
規制するため、無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を条例で定める。

①省令どおり定める主な基準
・職員等の要件、居室の床面積、入居者との契約、
   事故発生時の対応、非常災害対策等

②愛知県独自に定める基準
・市町村、社会福祉施設等との体制を整備するよう努める
・暴力団、暴力団員等の支配を受けてはならない

代表
質問 議 案

誰もが住みたくなる愛知づくりに向けて！

愛知県手数料条例に
「一頭につき300円」
を追加

今回の調査では新たに「若年性
認知症」の実態調査が含まれ支
援ニーズ、労働状況も把握して
いきます。

悪質事業者から生活
弱者を守ります！

現在お隣の韓国ではワクチン
接種が効かない「ASF（アフリ
カ豚コレラ）」が流行し、中部国
際空港でも摘出されているこ
とから更なる防疫体制が必要。



20 日
10/

魅力ある愛知TO
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日々の活動

　この地域は、航空宇宙産業の集積が厚く、その中でも県営名古屋空港周辺地域は
国産ジェット旅客機MRJの開発・生産拠点として、国内外からの注目が集まっています！

ここに
注目！

第57回スーパーファイティ
ング全日本空手選手権大会
青少年の健全育成に取組んでいる
『不動会』を応援しています。

10 日
11/

社会福祉法人輪音による
「わくどき感謝祭」
障がい者・健常者も共に暮らせる
社会を目指します。

17 日
11/

第40回豊田マラソン大会
記念大会に高橋尚子さん、姫野
和樹さんを招待。

18 月
11/

第57回技能五輪全国大会
大会初となる技能五輪とアビリ
ンピックを合同開場で実施。 1 日

12/
社内駅伝大会
トヨタ労組西野委員長と餅をつき
ふるまいました。 8 日

12/
愛知県消防連合フェア
日頃の消防活動について報告を
いただきました。

　航空機産業の『情報発信』『産業観光の強化』『次代を担う
人材育成の推進』を目的とし、航空機をテーマとした新たな
ミュージアムです。実際の搭乗をイメージした入場体験や国
産旅客機YS-11の迫力ある実機展示をはじめ、歴史ある名
機の超精密模型が100機展示。体験型・参加型のイベントや
シアターで歴史を学ぶこともでき大人も子どもも楽しめます。
展望デッキや室内カフェもあり天候問わず利用が可能。近隣
には大型商業施設もあり一日中楽しめます。

今号より愛知県の観光名所を含めた施設紹介をさせていただきます。是非訪れてみてください。

series

■フロア図

多目的トイレ、おむつ交換台、授乳室あり。
車椅子、ベビーカー貸出あり（各3台）。

バリアフリー情報

所在地　愛知県西春日井郡豊山町大字豊場（県営名古屋空港内）
開館時間＆休館日　9時30分～17時   毎週火曜日休館
入場料　一般 1,000円／小中学生 500円／未就学児 無料

発行 :桜井ひでき事務所 〒471-0832 豊田市丸山町10-5-1
TEL 0565-71-1555　FAX 0565-29-0274

ホームページを是非ご覧ください ▶  https://sakurai-hideki.com/




